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 みなさま、いかがお過ごしでしょうか。 

 

 平年に比べて 1 ヶ月近くも早く梅雨が明

け、いきなり猛暑となりました。感染症対策

としてマスクをつける生活が当たり前とな

っていますので、暑い屋外では蒸れて息苦

しいと感じることもあります。 

 

 梅雨明け直後の先月末、東京電力管内で

は「電力需給ひっ迫注意報」が４日間連続で

発令されました。熱中症対策としてエアコ

ンの使用は不可欠ですが、同時により一層

の節電を求められ、とても困惑しました。 

 本格的な夏に向け準備していた発電所の

補修作業が、早過ぎた夏の到来に間に合わ

なかったのだそうです。その後、補修作業が

完了して注意報は一旦解除されましたが、

私たちの生活基盤がギリギリの状態で成り

立っていることを思い知らされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 適切にエアコンを使いながら、節電する

コツを調べてみました。 

・こまごまと ON/OFFせず、連続運転する 

・設定温度を下げ過ぎない 

・風量は「自動」がおすすめ 

・扇風機を併用すると良い 

・窓からの日射をしっかり遮断する 

 熱中症対策にはこまめな水分補給も必要

です。工夫して、この暑い夏を無事に過ごし

ましょう。 

  

 

暑 中 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す 
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 今年も 5 月 10 日に、安楽寺永代経法要を

お勤めしました。いつものように賑々しく

お荘厳を整え、鎌倉時代に彫られたと推定

される「木造阿弥陀如来立像」をお迎えいた

しました。 
 法要の趣旨を住職が尊前にご奉告した後、

本堂にお参りしてくださった方々と一緒に

「仏説阿弥陀経」を読誦しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 寺の玄関先にウクライナ支援の募金箱を

設置したところ多くの方にご賛同いただき

ました。集まった 44,129 円をウクライナ

大使館の設置する人道支援のための口座に

送金させていただき 
ました。一日も早い 

終結を願います。 
  

永代経法要をお勤めしました 

玄関に設置した募金箱 

永代経法要の様子を映像に記録してあります（約 42分） 
https://youtu.be/dvosmyywHH8 

    京都へ団体参拝  

 来る 2023（令和 5）年に親鸞聖人御誕生

850 年・立教開宗 800 年の慶讃法要が京都

西本願寺で勤修されます。 
 芝組で団体参拝を計画しており、安楽寺

から住職を含め 5 名程度でお参りしたい

と考えています。詳細は未定ですが、日程

が決まりましたのでお知らせいたします。 
日程：2023年 4月 11日(火)～12日(水) 

ウクライナ支援の募金に 
ご協力ありがとうございます 

にぎにぎ 
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≪季節の想い出≫ 

見事な花をつけた鉢植えのフジ（4 月） たくさん花をつけたアジサイ（5 月） 

ある夏の夕陽（7 月） 夕方の安楽寺本堂（6 月） 

安楽寺「あんのん墓」が完成しました 

 前号でお伝えしました新しいタイプの

お墓「あんのん墓」が完成しました。 

 一定期間（約 2～12 年程度）は個別区画

に骨壺のまま安置する共同利用のお墓で、

その期間が経過した後は合祀となります。

全部で 33 の個別区画あり、お骨を 1～3 体

納められるようになっています。 

 これまでにさまざまなご要望をお聞き

することがあり、次のような方にご利用い

ただければと思って用意しました。 
 ・一般的なお墓は経済的に厳しい 

 ・お墓を求めても後継ぎがいない 

 ・後代に負担を掛けたくない 

 ・手元のお骨の納骨先が見つからない 

 ご希望の方にはパンフレットをご用意

しています。 
それぞれの区画に墓石があって、
お花とお線香をお供えできます 

「俱会一処」の文字（住職筆）は 
『仏説阿弥陀経』にある言葉です 
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月々の言葉 ～安楽寺 伝道掲示板から～ 

 お寺の入り口に、その時々の伝道の言葉を掲げています。 

   2022年 5月       2022年 6月         2022年 7月 

「定例法話会」の今後の予定（毎月第 3 日曜日午後 2 時～） 

伝道掲示板の言葉をもとにお話させていただきます。いつでもご参加ください。 
7 月 17 日(日)  8 月 21 日(日)  9 月 18 日(日) 
※7月の法話会は合同盂蘭盆会法要を兼ねます 

（筆：前住職） 

スズムシ＆ヴィオラコンサート／クリスタルボウル 

 ものがたりを楽しむ会 第二回 ～葉月の便り～ 

例年行っている「スズムシの集い」の代わりに、昨年に引き続き 
スズムシの音色とともに演奏を楽しむ会を開催します。 
日時： 2022年 8月 27日(土)17:00～ ※ヴィオラコンサート 
    2022年 8月 31日(水)19:00～ ※クリスタルボウルの会 
主催： 萩原 薫 氏（ヴィオラ奏者、クリスタルボウル奏者） 
参加費：3,000円 （当日、主催者に直接お支払いください） 
定員： 20名  ★参加希望者は住職までご連絡ください 
※新型コロナウイルス感染防止策を整え安全に配慮して開催します 

参加費無料 

きたかた座(話芸写※有志)による〝朗読会〟を安楽寺本堂にて
開催します！ ※話芸写は声のプロが率いる語りの老舗です 

短い物語を いわゆる朗読とはひと味違う“語り“でお届けしま
す。夏にぴったりのヒヤッとするお話やホロリとくる話など、
バラエティ豊かな物語をお楽しみください！ 
日時： 2022年 8月 28日(日)14:00～15:30 （13:30開場） 
定員： 20名  ★参加希望者は住職までご連絡ください 
※新型コロナウイルス感染防止策を整え安全に配慮して開催します 

わげいしゃ 

 
安楽寺総代 話芸写所属ナレーター 

昨年のコンサートの様子 


